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これらの二つの部分を機能させることで、人材マネジ
メントは機能するもの考える。これらを機能させてい
くには、看護部長としての手腕次第である。 
ハード部分の採用については、本院の強みを最大限
にアピールするため、就職説明会では積極的に良さを
伝えている。そして採用人数は、採用年度の前年の稼
働率実績から各部署配置数を適正に算出し、必要看護
師数を割り出し、算出の提案をしていく。続いて、育
成および評価は、教育システムおよび人事評価システ
ムに則り実施していく。処遇については、職務満足度
やキャリアプランによる看護職員からの直接的な意見
や看護師長からの情報収集等で評価していき、必要時
には根拠を示し、要望案を出していくなど俊敏に対応
していく必要がある。 
次に、ソフトの部分である信頼、主体性、連帯感に
ついては、常に看護部長としてあらゆる職種の職員と
コミュニケーションを円滑にとることを意識している。
そして必要な情報を共有していき、病院のビジョンに
向かい主体性をもち活動していく。看護部門において
は、強いリーダーシップにより、求心力を高め、組織
力を強化していき、病院のあるべき姿に近づき、維持
していく。そのためには、一人ひとりが滋賀医科大学
の職場、仕事にコミットできるよう、魅力ある組織作
りが必須である。魅力ある組織を作っていくには、や
はり働きやすい環境である。 
前述のＩＯＭによると、看護師の労働環境の悪さと
高死亡率や患者の満足度が低いなどの患者アウトカム
の低さとは相関している１）再掲という研究結果である。
つまり、患者アウトカムを向上させていくためにも、
環境調整が極めて重要といえる。 
昨今の医療制度のめまぐるしい変化に対応していく
ためには、看護師長や副看護師長の育成は重要である。
しかし、その職位となってから看護管理を学習してい
るようではもはや遅すぎる。そのためにも、早い段階
から個人の資質を見抜き、次期看護管理者を育成して
いくことは、病院にとっても大きな成果となりうると
考え、引き続き取り組んでいくつもりである。 
 
２．今後さらに拡充すべきこと 
１）国際交流 
 当院看護部は、これまでに海外の大学および病院と
の交流を図ってきた。従来は研修に派遣するだけの施
設もあったが、今年は派遣だけでなく、先方からの受
け入れも行い、交流として確立してきた。現在はその
施設も増え、ベトナムチョーライ病院、インドネシア
脳神経センター、マレーシア大学、アメリカＩＯＷＡ
大学病院、中国上海浦南病院、ハワイ大学である。当
院から海外研修として派遣したり、留学生として研修
を受け入れたり、活発に行っている。今後は内容をさ
らに充実させ、継続していく。 
 
２）看護管理者の問題解決能力の強化 
 どの業界においても、問題解決能力は必須である。
医療現場で働く看護管理者においても問題解決能力は
不可欠である。そのために、当院の看護管理研修では、
問題解決技法を取り入れ、育成している。 
 私が問題解決技法を取り入れた研修において、受講
者にとって非常にインパクトのあったフレームワーク
を紹介する。ロジカルシンキングに使える「空」→「雨」
→「傘」である３）。これは、意思決定のフレームワー
クで最も有名なものとされている。 
「空」：空を見上げたら雲がかかっている（事実認識） 
「雨」：雨がもうすぐ降りそうだ（事実解釈や予想） 
「傘」：そうだ！傘を持っていこう（判断・行動・提案） 
「空を見て、雨が降りそうだから傘を持っていこう」
の略である。これらように、事実を認識し、事実を解
釈、予想し、判断した結果行動に移すという思考の順
序が示されている。この一連の流れに沿って考えなけ
れば、誤った判断で行動してしまうのである。 
自分が「傘」を持っていくという行動に至った経緯
を確認するには、「傘」→「雨」→「空」というように
逆に考えていくと、なぜその判断に至ったか、なぜそ
のように認識したのかということが考えられ、思考の
根拠が明確になり、つながっていることが理解しやす
い。日頃よりこの思考を活用しながら、矢のように打
ち放たれてくる問題を軽快に解決できればいいのであ
るが、問題は多種多様である。経験を積み、学習を怠
らず、問題解決をスムーズに行える看護管理者をめざ
し、これから先の看護管理を実践していきたい。 
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